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修理報 ｛
（株）文化財保イ{
J:1, 1 I~,',;. 
I . 文化財の名称等
1 • 名 称 ）く川 弁オ）く泣荼羅図
2. Jり「イ i 者 ワルシ ャ ワ j I i. I ,'( 1· ,_り物 飼，
所）l泌番 ',; - SK/¥% mr .167 
4 . i'11 1 1 質 . J I多状 糸il 本 ;JI; : 色 廿Iヽ 1j咄装
Il . 工期及び施工者等
1 • I—.JtJ l 
1'1 :'VｷJ;, 及 1 7 イ 1 ―'- 5 J l 281 
十ヽ( : f 11父 1 8 イ 1 ―― 3 J l 231 
2. 施 , ·. 各
株式会イ 1 文化財保仔
瓜都 ii i 仇i り ( Iメ ）ゞ h~i 野 1H.('f: 1 llif 660番地
代表」［又糸'r'l'i役 n 11-i:徳
3 . 施 1 ·.場所
余艮 I ,q ,ｷ: 1. り物創,;又ィヒ財保イf修 Jll]_ J 祈装油‘冦
奈良 iii登大路lllf 50各地
LI • 施 I 』 I. ヽ 1 ,1 者
J,1: 1 1.: ,'; ・
ID. 修理前の状況
作 i'111 1 につ い て
本図 は躯 ぎの 1應 い一枚の料釦 に fi'i'iかれてい る。 料糾 は比較的その強さがよく 保たれてし、に 。 彩色は
} '/ 冷りで、 牡に ~i)'青 ．緑，If'• 令色でそのイ瑣向が強 しヽ 。 地の ，\I )分にはd-<からの彩色はなく、品ii徽鈍＾．りで
観察すると仝 I (1 i に衷彩色が胞 されていることがわかる 。
作 ，＼ん の担1縞
1. はほ仝ての絵具）洲 に Jl蓼附力 の低 卜.か見 られた 。 闘に机＇泊 ・ 緑青で顕特であ っ た 。 （図 4 、 s) 
2 . 11Ji11(1i 仝1本 に柚折れ、 1 I 央部に縦折れが発1 1 : していた。 折れ l」 l では絵具）竹 の椋れ ． 糾落が辿 1 jｷ して
I -— 
イI多 Jlj!・ n~ ;' ; 139 
図 l 修 Jlj り jij 図 2 (1各岬 後
l 汀 g. I: lk 「o re lrcalmcnl l~ig. 2: /¥ rter treatment 
HO 
Fig. 3: During lrcalmcnl (11razaisl1il~i) 
おり、 料釦の也裂か懸念された。 (l ':J. I 6 
7) 
経イ I :· による 汀) 1. しが付イり しており、 シミが
11.: じてしヽ る 箇所• もあ っ た 。 （図 8 、 9) 
4 . 虫党 と 息 わ J,L る 付ィ咋物 も 兄 ら i しに 。 (j ·x. 1
1 0 、 ] l) 
装 r
pl11(1ik 1,· 1 り に変 色が兄 ら i した 。 過」；• に浮
しヽた f:'{;'j )iJ,ｷ にさしに柚lが 必彩色に染み込み
シミにな っ にと り：えら i しる 。 （図 1 2 、 I ,
1. 糊浮 きが随）所に い忍めら hに 。 (l'i<l l ヽ l
2. 刺I 1'『 の ）『側がク〈火· して し、た 。 ( I火11 5 、 I ,.
ヽ ' 'j,: ・ 風ヽ：；；: (J: 銀糸の ,,り笈 ィヒ によ ヽ）て 糸 I l J 也
にまで変已の誼猜•限が忍めら AL に 。
IV. 修理方針
I ・山の間蒻 を '"' 復するにめに 11/lJ し 及紙の 1 l 
ち 粋えを 1平 う 改装修J用が必 ＇以 と ' 1 ' 1] 1~1「さ A し、以
トの 各）j針が確認、 さ l しに 。
1 . 本紙処 i玲
. )I蓼 ィ、"i)) の低ド しに絵 ↓l-/1ｷ<, には料 1), 溶液 1.- 祇
ィI j • 合はさせ ~i:: イ ＇？ させん 。
• j りh · 付 ,i"(物 につし ヽ て (J: ~勿 J11 '. (i'-J ( .: 除」、• で、
る 物 につしヽては除よ し、濾過水 を ,,n·.;-1:,; し溶
け ,'I', した i り i し を I'・に 敷し、なI}文し、」［丈り紙 に吸
収 させる ）j法で ク リ ーニン グを 1 j' ) 。 木紙
料糸il· 絵 ~ l-J竹 への 彩烈股 を り： l忍 し、叫,~ 11 11 1 , ~ り を
使） ll した処 i性 はnわなし ． 。
• JlJL災紙の除L }J法 につし ヽ て は , J ,',j 杏 り）紺， 111
災彩色の イ（在が{i'(r謡は さ i しににめ、化式）j) し I .
法を採川する 。
2. 装 l
・ 衣装裂地は狐~.1ij とする 。 色 ・ 杯j内につし
はワルシ ャ ワ I rl ,'f 1ｷ1. り物舟',,・ ・ 束瓜又化財 1,w究
所の担 \''1 者 と 協議の I ·. 、 i)喜；す る 。
• II川 I 11介は金銚令判I を 新』,'ij する 。 日叶 1 に取リ 付
け ら れている含具はj;_ 」 し の祖1蒻に繋がる f/~
れがあるため 、 新たに収り 付け なし 。
図 (j 折H /1釜 J1!1. 1 j 1 j plij 1(1j 令 （小・ (..: 杓'dir A しが梵' I
し、 ij1 央部にきっし ヽ縦折h も 兄 ら h に "
ド i ).!. 6: Creases 
lkforc treatment, loriwnlal crc<1st's were 
「o uncl throughout the cnt ire painting ancl 
severe verlical creases were also founcl 
mound the cenLer 
(1各 」1nn~;'; Hi 
図 5 (1多 Jq1_ 後
r~ig . 5: /\「 lc r lrcalmcnt 
図 7 (1多 J11!. 後
Fig. 7: AfLcr LrcalmcnL 
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図 8 11祭付 きを 伴 うシミ 修J11!_iiij (I 色劇料部
ク},.:: 1;祭付 きを 伴 うシミが兄 ら i した 。
図 ] 0 付イ'}物修Jlj!_ I j1j plij 1(1j 令休に 出党と，息 わ
i し る 付省·物が確認 さ iした 。
Fig. I 0: Accrclion 
図 1 2 糊 シミ 修JIJI. I 廿 i i: ト利 に糊 をさしたと
息わ几る変色 ，·rn分があ っ た 。
Fig. 12: Paslc sta in 、
Before lrealmenl. Discoloralion presumably 
ausccl by applicalion of slarch pasle wa 
f ouncl a l し h e botlom left hand corner 
図 9 (1多 J1'. 後
Fig. 9: /\ 「 l c r trc,1t11c1t 
図 11 (1各即 後
Fil,!." 1: After trc11l1cnl 
11多 Jq!_ ヤ1 1;1;- 1'3 
修Jり!. 1i 1i 表 ！し 令 休で糊浮 し
rnounl-
図 I !) 1/1 jｷ 『の 欠失 條 J'l!.li i i ,1 jｷ 『 の ）『側 は ク(失
していた。
Fig. I!): Missing rol lcr knob 
図 1 6 修)'I !. 後
Fig. 16: /¥ flcr Lrcalmcnl 
:3. J I又糸''']
・包 裂 ・札 ij 太巻添刺I • ~ 加l 印 籠箱 ・軟 を 新』，り し 、納人する 。
． 閃 き 込みのある 111 Iｷ. 巻釦は、タ ト ウ に ILi み 印 龍箱の｝氏 に糾l 人 する 。 その他の 111 表装裂＾：りは 111 年fj に ー
抗 して糾j 人する 。
V. 修理前後仕様及び使用材料
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2 . 装 l
修岬l1iii 修則後
形_;;\ 廿H!lli 公（仏衣具） 廿,,1! 装（仏衣具）
本紙 絵糸I\ l1iJ/1 
又· ;べ 白 荼地）』り化又色糸銀悩l
中廻 し 茶地亀 l ド 化必文鋲欄
ii]j 飢地,i: 尽小t i : ) '] ・ 文令欄（瓜都 ）；忙 1 , 甘載物イ i 限
仝 t i)
総緑 ii}J 貨地iY.:1 と 文緞 ( 荼地‘よ文綾 （ぷ HI ) i:,ｷ 汁， ：,・絨物イ i 限会 ネ I.)
風ヽ：；｝ |、 1 荼 地） ， '1fｷ 化文色糸銀欄
廿jj 貨地 ' i ,: 尽 / J ヽ ~ l : J'J- 文令袖l (;; (HI) 1; 怜イ，］繊物 イ f 限
会 ネ I)
1l i1 l 1 1''『 辿肛· 1'i'1: 文令鋲令 ,1 ,川 （ィ ，欠） 辿 J.1i· 1'/1: 又令鍛令 11 1111 (ぷ郡辿水 1 fhJ古）
飾金具 辿肘· り＇［文令鎖金糾益喰 ． 鋲)'、'1 ,~ 令
JIJL 災紙 秘紙 梢紙（岐 1 '1•· ）べ II I 弥 八郎）
恥'i 災紙 X{1Iり刹＼・ （仮艮 I XY i: ｷ) 
I j1 災紙 柘紙 必+11り紅〖・ （奈艮 I.代、 " : ~ .) 
総災紙 ~: 竹甜~ . j-: wし甜（・ （奈艮 f1,1 1JLi 弘、1 J・・ ) 
剖落 Ii ・． 剤
兎膠（アメリ力 ア ー ト サフライ 礼）
粒： )]蓼 （ 奈艮 サ ン ・ オ リ エン ト化' /:株式 会社）
表オ l桜イ＇＇「剤 イ1 i ~'i 1H'i・ (.1 ; ( 竹,~ イ i 限 仝 ネ 1 : Ui',JI I 沿iJii,)
災 オ l桜 1'『剤 小支澱粉欄
小 父澱粉*Ml ('1' H製）
,, ・ 朴,J J ('1' f I: 製）
命会糸il 糸荼28 1 I 1 (-j() 小父 条 ：'ii I ヽ 1111 X 3 
補修糸i l 80枚（り(HI ) 1: 凡 1, 瀦設物イ l・ 限 会11.)
1', サ l崎）ぷ i (-カ {i)f'究所に て ·, じ(-綜劣化処刑
折几伏せ紙 梢紙 c,:;; 111 ~£III~1: ・ f l I 甜し・ ）Jl I 11 : /1互弟11. イ~)
-
/ しJ ダ公I ) ’ 糸ll — ifi.: ~ r犬 糸少 （り(M i也 ·1 • ,:; 、;,: r-) 
). ゞ 巻添刺I 枷u\ ;岱添刺I (ぶ HI) イ i· I IJ ~ 仝 11. : .1 . し I  I I Jノ;: )
保{{箱 プラスチックケ一ス 枷Ji:IJ 籠箱 (;; (ni) イ i"IIN 会 ネ I. 、1 .1 .1; 1 I  1.Jl) 
似 I'l Ji IJ トl き 付：紙（ ぶ都 株式会ネ I : 人人）
VI. 修理工程
]. 修JI ド 廿印翡杏及び与：氾蔽；診
修」lj囁の状態、廿灌ぷ．り を , ~ .'i]介し、記鉢、 与真．伽；;\J を 1J' っ た 。
2. ドライク リ ーニング
本紙ふ(1 i の埃含り を柔らかい刷tで払い、虫党ぐ『 をピンセッ ト で除ム した 。
fr1『休
刊 I 裟 を Wf休した。
ー・
修Jill・ ヤIx ;1,: 14 5 
4. 剥洛 止め
ク リ ーニングに 1 (1廿 えられるだけの強以 を j1 I  1以 させることを 11 r, く） に 、 )j蓼杵力 の低 卜.した絵具),;,-,; に ）j蓼
水浴液 を喰布 した 。
ク リ ーニング
油辿Hゞ を /I I 1 I (1 j Iｷ.から ' 'L't 砂分し、裕け出 した因れを 1ヽ．に放しヽた 吸し ヽ 取り紙に吸収させた。
6. JI] ｛ヽ各 ii ·
膠 ィi"i) J の低ド した絵具）,;-, に膠水溶液を喰布 した 。
7 . 1 JJJ し 災紙除L
本紙衣 血 に レ 一ヨン紙 と イIi i 1 1i 苔 を 川 い て 1-< 1 · ] ちを 施 し 1呆設した後、少 ： l し ずつ 災打 ち 紙 を 除 L し
tｷ ヽ0
木紙災 I (1 j 記虚求
本紙公 I (1 i の状態 を i蔽彩 ・ 記鉢 した 。
9 . ·ril l 糸 il
本紙J ,' ;·J I JH に ‘心 r-線劣化糸ll にて 、('I 11 糸 il を 施 した 。
1 0. JlJL 幻r
柘紙にて 小支澱粉糊 を 川 しヽ ）)) し 必打ちを 施 した 。
1 J. J11'.1 災 -i-r 
美栖紙にて 古柿l を ） ll しヽ て 恥＇，＇ 災打ちを施 し 、 11又阪リした 。
12. 折れ伏せ人れ
折れがiI: ・．じてしヽる 箇所·、;I: ・．じそうな箇所にこく 訓 く り） っ た桔紙 を 允て 袖強した。
] 3. 裂』，'i) 東各
狐訓 した 裂 に JjJ し 災打 、 い'.裏打 を施 し仮阪り した。
14. 付廻 し
木紙 と裂を 軋Ii 装の形に付け廻しをした。
15. 1!1 衷打
入栖紙に て 古~:ii) ) を ） I) しヽ て I  I 災打ちを施 し、仮 1；具· リ した 。
16. 総災打
'j< 陀紙にて 古l勺間 を 川 しヽ て総災打ちを施 し、長；k り をして 允分な化）菜期間 を ;;り いた 。
] 7. +11I 彩
補糾箇所にのみ、 地色に介わせた 補彩を施 した。
18. 災 1；瓜リ
災刷 リ を 1 iｷ っ て 伏せ阪り し、 允分 な氾）菜柑 l 間 を ?,: ぃた 。
19. H 1 ·. i ず
刺 I 竹 ・ 八双 ． 啄本 ＾：りを 新』り して 1! i 1 l 1 装に イ I : 立 てた。
20. 糾l 人
枷j)、＼巻添刺I 、 +Iii) 印 籠箱 を店）碍，り し 、己 災 l...: iLL み納人 した 。
21. i呆 イ（・ イI釜 Jlj!_ 怜lx: 1 ;· ,1: : f1 , :~ど
1疹 Jl j!jじ釦~ ''."りを躯 Jlj!_ し、 保イ（修J' l!Jlx ~ I;-,': を 1↑ ：成 した 。
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VI. 修理後所見
肌 l け力訟につ い て
修即設 , :·-,作成前の調査11\= におい ては公彩色の イパ「か確晶でき なか っ たため 、 )))し」． げ ）i iム につ い て
は湿ぶで1 J ・ う設け を した 。 し か し、 火際に修 J.用 に取りかか る 前の詳糾 I な叫j介 に よ り 、 1 廿,,, 川のほ とん
ど釘(1 j にわ た っ て以彩色が施 さ れて い る こ とが判明 した 。 そのため、修岬に‘り た っ て は衣而 に レ 一
ン紙 を 祁；温抽出和洵苔 に て貼 り 付けて l, ' il 巫 し、 災 血から少 贔の i址 り で少 しずつ /j/ し災紙 を除 L: でこ
化式）j/ し［法 を採川 し 、 災彩色の 1応役 を 図 っ た 。
絵具 Jr<· の II蓼{i)J につ い
本イ'I ' 11111, では絵只｝＇け の ）l蓼着力 の イ氏 1,· ・ 依 I] 洛が 仙だしく、 その、}I] 洛 ii ·. めに條J・用の 災 、1以が ；況 力'~ しに 。 地I]
洛 は開 青． 緑訂合『の料,: 「 の 米11. し ヽ顧料 にl-'i' に ；粁 しか っ たが、 I'I 色顧利部分吋；； 、 視状で染lj{各、`\';o) -I'l l協 力｀ゞ
起 こ っ て い な い 箇所におしヽても II蓼着） ） の低卜は深刻な状況であ っ た。ま た、 公彩巳におしヽ てし 縦折
i し部分な ど に顧料の !i~ IJ 位胤 も 兄 ら 1 し るなど、少 ： 内の水気を J I! しヽるのにも 釧心の注心を必 ＇災 とし に 。 す
‘‘ ての絵只 Jv:, にお しヽ て II蓼 ィi"i)J が小足 して し ヽる 印象を受けたが、 そ i しは 製作 ‘ り 初からの ,, rfjも性 も 打 え
‘れ 、o) 0 
修J川 に お い て は イ1業に ）心じ て数次にわた り品附＇各 止めを 施 した。 まず初めはク リ ーニング 1i 1j にお け
ろ 菜1 」 落 廿 めである 。 こ の段階では 、 ク リ ーニングにお し ヽ て多 ： 化の 水が使JI J さ れ ること から、 II距,'i) )
低 卜.した顧料の移 ill)J を IW II ·. することを じ 11 的 と し 2%の ）I蓼水溶液 を唸布 した。 しかし l1 i ) I I 芋 に 沿札
;, l,'il イ『 さ せてしま う 叶能性 も あり 、 m青 ． 緑 胄憎I I 分 を 中 心に 必 災最小限の処 ;; ,団 にとどめた。 ク リ ー
二ン グ後に、本格的に剥裕止めを施 した 。 2 ~ 4%和度の膠水浴液 を絵具. ) ,: , •:, の状態に ）心 じて 数 I I I 1伶
化 し 、 絵具｝粋 の膠豹）J の 1111 1及を 図 っ た。その後も 1 ·.和鉦に絵具｝＇け の状態 を確認 しつつ処 ?,: を 紐 り 返
した 。
装 r• i呆介につ いて
本fh仏では if川而 I ·.部の 月「青 に よる 空の彩色；\1 1 は極めて ） '/ <玲ら i して お り 、 他の 部分 との硬さの ），:·-:
が虹ばであ っ た 。 その ため 、 J・（り 災打ち 、 中農打ちの 1 ·佐で紙の ） '/みを 粛評各することによ リ 表装令休
のバラン スを 乱，';j整した 。 また糾洛 止めを施 したとは い え 巻 き 拡げの際の絵具）杓
でも緩利する ため、 通常 よ り も 人め （ 直径約 7 cm ) の人巻添刺I に巻い て 保イ（すそ
ト レス を 少 し
としに。
、 o nsc rva l i o n Trcalmcnl Report 1~7 
Tenlww(/ Be'lwi/1'1 Alr11rlrt!r1 z1 
Conservation Treatn1ent Report 
I . Description and title of object 
1 . Ti Lie: Te11/wしua Be1zaile1 Mandala-z1 
2. Colcclion: National Museum in Warsaw 
3. Colcclion number: SKAZ mr.167 
4. Media, format: Color on silk, Ianging scrol 
n . Treatment period and conservator 
1. TreaLmenL period 
From: May 28, 200, 
To: l¥!larch 23, 2006 
2 . ConscrvaLor 
Bunkazai I-Iozon, LLcl 
660 Minami Kasuga cho, Oharano, Nishikyo ku, Kyo しo sh1 
Representative clircclor: Tokuichi r「agu ro
. Localion of lrcalmcnl 
Kcigo Ir olla 
13unlrnzai I lozon, Llcl 
CcnLer for Lhc Conscrvalion of CulLural Propcrlics, Nara NaLional Muscun 
, 0 N oborioji-cho, Nara shi 
4. Chief conservalor 
Kcigo Ilola 
il. Condition before treatment 
Aboul Lhc arlworl 
The image is painlcd on a single shccl o 「 s ilk wilh no palchccl areas. ,. 「h e si I k ma Leri a I has been 
maintained in relalively slurdy conclilion. Paint, parL i cul a rl y し he a%urilc blue, rnalachiLc green, and 
gold pigmcnl, is a ppli ed し hi c kl y. No painl has been applied Lo し 1
one can sec Lha L し h e cnLire painLing has 11mzais/1hi (color applied Lo Lhc reverse side o r しh
Damages 
1 . ¥1¥/cakcncd aclhcsivcncss of lhc glu seen 1 almosl Lhe enLire painL layer. This wwｷ 
1LJ8 
particularly apparent in areas with azurite blue and malachite green pigment (Fig. 4 and 5) 
2. Horizontal creases were found throughout the entire painting, as wel as vertical creases around 
Lhc ccnler. There was severe abrasion and flaking o f しh e pigment along the tips of the creases, and 
Lhc silk supporL was in danger of cracking (Fig. 6 and 7) 
'ome areas vcre covered with grime and sLains due to aging (Fig. 8 and 9) 
4. Some accreLions believed to be insecL feces were also found (Fig. 10 and ] 1)
iscoloraLion had been found in Lhe lower lefL hand corner. Glue applied in Lhe pasL Lo areas of 
li[Lccl painL hacl presumably soaked Lhrough in し o Lhc 1mzoishild, creaLing sLains (fig. 12 and 13) 
Fran 
1. There was Ii 「し ing in many areas (Fig. 14) 
2. One of lhe roler knobs was missing (Fig. 15 and 16) 
'ilver lhread hacl become oxidized and caused discoloralion or Lhe ic/1i11071ji (slrips o r 「a bri
above and below Lhe painLing) and J1/r1i (lwo verlical decoralive slrips a llachecl し （） し 1
ふ lave)
IV. Treatment proposal 
To rcslorc lhc above mcnlioned damages, il was deemed necessary Lo aclopl a Lrcalmenl pl a n しh a l
involves rcplacemcnl or lhc [irsl lining. The lrealrnenl was Lo be carried oul as 「o ll ow~• -
l . TrcalmcnL of Lhc pai nl ng 
-ｷ'onsoliclalc Lhc painl layer whose adhesion Lo Lhe supporl has weakened, by applying a soluLion o 「
animal skin glue and aloving iL to penelral 
—l~em ove grime and accreLions LhaL can be physicaly removed. Clean Lhe surface by spraying iL w i し h
filLerccl waler and absorbing Lhe grime しh a l soa k ed し h rough Lo Lhc vc 「so w i しh bloLcr pa1)c1ｷplc.1cccl 
unclernealh. To avoid afecling Lhe silk supporl and painL layer o[ Lhe painling, chemicals wil nol Iヽ rヽ
used [or Lhis Lreatmenl 
'incc analysis [ound 1mzr1ishilci, use a "dry" /l({c/aage removal rnelhod Lo remove Lhe [irsl lining 
2. Fram 
-Prepare new mounting fabric. Its color, palcrn, elc. arc Lo be decided upon consulalio1 wilh lh 
dircclors o f し he Nalional Museum in Warsaw and Nalional Research Institute for Cul Lura I Propcrlics, 
Toky 
-Prepare new gold plalecl roler knobs. Metal filtings attached Lo Lhe top stave wil nol be ,ｷcplacccl, 
as doing so could cause damage to the mounling 
3. :itora 
-Prepare new wrapping material, paulownia roler clamp, paulownia｣nro box, and paper folding 1-f"¥V 
for storage 
-Wrap the old uwa切ah£ s ilk (attached to the back side of the scrol to provide proteclion and 
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decoration when roled) in lalorr folding paper case, and slore al Lhe bolom o[ Lhe inro box. :3tor 
al other old mounling falxic Logelher in Lhe old bo 
V. Specifications and materials before and after treatment 
1. 






















Mis1t paper (Shoichi Uekubo, Nara) 
Kozo paper 
「o r Lemporary 
by Nalional 
ror back lining 
Tokyo) 








VI. Treatment process 
1 . Pre-treatment examination and photo documentation 
The scrol's pre-treatment condition, damages, etc. were examined, recorded and photographed 
2 . Dry cleaning 
Dust and grime were cleaned off of the surface of the painting by sweeping with a soft brush, and 
insect feces and other accretions were removed with tweezers 
3. Disassembling 
The scrol was disassembled. 
'nscrvaLion TrcaLmcnL RcporL ]51 
4. Consolidation of paint 
To strengthen しhe pigmenl layer so Lhal iLcan wilhsland cleaning, animal skin glue solulion w 
applied to the pigmenl layer where し he adhesiveness of Lhe glue had weakened 
5. Cleaning 
The surfa l w i し h fi I le red waler. ,. 「 he cliscoloraLion was absorbed by Lh 
nsolidalion of painl 
Solulion of animal skin glue was applied l o し he pigmenl layer where the adhesion or Lhc glue had 
7. Removal of old first linin 
Temporary facing made of rayon paper vvas attached to the surface of the painting for proLectior 
with seaweed glue, after which the lining was gradualy removed 
Areas around Lhe painting were mended using irradiaLed silk 
10. First linin 
J{ozo paper was attached as a firsl lining wilh wheal slarch pasl 
1. Subsidiary lini1r 
Misu paper was aLlacbcd as a subsidiarv lini1 
dried on liarz加ri
12. Reinforcemcnl slri1 
Very thinly cul pieces of K仮o paper wer 
in clanger of spliling 
13. Preparation of mounting ma ter i a l 、
I wheal slarch paslc, and Lhe painling wa• ヽ
First lining and subs1d1arv lining were allachecl to the newly prepared mounLing fabrics and dried 
on lwri加ガ
14. Assemblin 
PainLing and malerials were assembled in a hanging scrol formal 
15. Overal lini, 
Mis1 paper was applied as overal lining using aged wheal slarch pasle and dried on lwribりl
16. Final backin 
Uda paper was aLachcd as final bac k in科 us ing aged wheal slarch pasle and dried face up for a, 
extended period 
17. Inpainling 
Inpainting was performed wilh p1gme1""' 
18. Urabari (drying Lhe painLin,g face down on a lwribari) 
The scrol was rubbed wiLh glass beads on Lhe verso Lo im pa r し f l cx ibiliLy (1trazuri); the painLing 
was attached to a lwribori face-down and was alowed Lo (uly dry 
19. Finishing 
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w roler knobs, top stave and bottom roler, hanging cords were prepared and attached to the 
rol. 
20. 
wrapped in wrapping material, roled with a newly prepared paulownia roler clamp, 
and slored in a paulownia inro box. 
21. Com pi lalion of conservation report 
Treatment records and other informalion wer rvation reporし
VI. Post-treatment observations 
和daage removal method 
rol was examined before drawing up Lhc Lrcalmcnt plan, it could nol be ascerlrtincd that 
f Lhe painling with seaw 
1l, and gradualy removing lhe first lining from the verso using a minimal amounl of moistur 
/¥clhcsion o(the painl layer 
ause Lhe aclhes.ion of Lhe paint layer had weaken 
had flaked of, Lhe ma.in focus of this Lrcatmenl was 01 ,gmcnls. The [laking waぐヽ
n
 
me areas, particularly those painted with azurite blue and malachite green pigments, were Lreated 
wilh a minimal amount of the solution. After cleaning, a lhorough consolidation was done. J¥ solution 
f 2叫% animal glue was applied several times depending on the condition of lhe paint layer lo restore 
the bond to the support. Paint layer was checked and consolidated during later processes on an asｭ
needed basi 
Frame and storage 
The area of the sky with azurite blue pigment was painted in an extremely thick manner and the 
difference in thickness of paint compared to other areas was quite prominent. Therefore, the overal 
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mounting was balanced oul by acljusling Lb c しbi c kness of paper for the subsidiary lin1n 
lining. Also, although Lhe painL had been consoliclaLecl Lo prcvenL flaking, in order Lo reduce th 
to the paint layer caused by roling and unroling, a roler clamp LhaL is larger in diamcLer (7 
than what is normaly used was sclcclccl for sLorag 
Translated by Amy M rban ConnecLions), edited by Yasuhiro Oka and Regina Bclard 
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人） I I 弁才人は余良県古野郡人川村の弥 I  I の 麓 に鉛）＇収する人仰l礼内の祭神である 。 I 1 Ji!. 以米、 ）ゞ 峯 I  I なら
びに令峰 I  I の修険とも 関係を柏ちつつ弁オ）ゞ化仰の ＇、悩場 として繁栄した。 ことに 興杯,; 、'i= の 文配を受けてか
らは1許侶の 「 人川 詣」 が婚'.1 1 し、奈良地力 を 中心に各地に 人） ii 弁才火がWJ,1 , り された 。 本図はこの 火） I I 弁才
人 を 11 心 に諮谷｝晶 を耕i いたいわゆる 「 人:J I I 弁オ）む芝茶抑(」 の数少ない辿例の ひ とつである 。 制作は i LJ ; II 、'i=
氏 (18 111 .-紀初め煩） と 名 えら i し 、 l叶緻かつ以彩鮒：ゃかな惰 I怜の 4胄五には Ji 1. ヽ ' '1 絵 r: 11 i の技 ： 化 を 説わせる 。
木図は 11I 111 (1i I  1 央やや I · に蛇珀人身でこ·. I (1 i I 胄 とし ヽ う 児形の ヽ』！像で弁オ火をあらわす。 真下で ' i、,:珠 を 平． に
はさみながら介常し、）,ｷ: 脇の 11 り手でそれぞ iし経谷、 ' i :: 珠、 , ;: 鉢、 , i鴻卜 を 、イ i)協の JJLI f- で経巻、 , j ;: 」沫、依、
, ;: 珠を常 I ·. に蚊せる 。 そのイ労ら）r・んに飯食 をささ げ る 1共食飛人を配 し、足いこは J1 l1j 足 を 文え る 一．．人女を 配
-J- ろ。この共形の 弁才人の見'. i 1-.J, 小 と 足 Jしの >. Ji においては , ir珠を 4守物 とする 蛇叫人材の兄形 を麦‘
。 宇町 II ,、「代 (15 Ill 紀） に 人 ） II 弁オ火の イI ;I仰 浴l 内 で成立 した 『 I · 胄弁才火次第 1 1, :k j の 所謁 に従う:
ば、 弁才人の両足を文 える 人久は 「水 火」 と 「火火」 であり 、左れの供低飛火は 「古袢火」 と 「訓梨荀
I :J : 」 、見’ーし L./ 1』 i と 足元の三カ に配された蛇叫人身の児形は人川 弁才人の 「三人 I ~ ー (-」 と いう ことになろう。
なみに、上述の 『 l · Yげ‘オ入次第 1 1 .()/: 』 の 説 くところではないが、 Iｷ. J; におし＼て ）謡窄た なびく ＇よの:
かにあらわれる火炎 '- i ::珠 をそれぞれ娘 く ―:_ II I は、 11, 央か ）く河神社の鉛）ボする 「弥 II I 」、)1: れの ii I 々は 「人·
條 I  I 」 と 「金峯 ii I 」 を衣卯すると名えら iしよう 。 また、 児）診の 弁オ人の枯廿川 に米俵 ・ りぶ龍 ・ 巫 ・ r 1 と がI 、
, i i 珠 ・ 枡秤などが配されることも、かの ）く ） I I 弁才人が閃，lはと 財介り を 1 1 ] ることの衣臥とみなさ 1 しよう 。
に、弁才人の下）j ( II り 力 ） には狐を榜 らにイ平 っ て他l碓しあ う 男 久 を 一 ．糾・l胄i 〈 。 ともに I ·.' I' 身株形で
男日は島の 1、平身、 久ti は ）几尼 をともな っ た限の 1、平身 とする 。 狐 を作 うことから そ i しらがir[机尼天化仰
の門合 を ぷ唆するであろう 。 ー カ 、 P11(1 i の J叫 j j1l 1j側 には 八人づつ介叶 I 八 人の )~ 1J .Lむ髪の り'i: (- を 打i'i < 。
弁オ人に I パ人の i'j\ [- J I多作）,•f:1 が1' 1' うという C・仰 にもとづくことはいうまでもない 。
れ らの 図~;贔は奈艮 . .h又谷 ーか の n~叫 ・ 能祉,:1 1 1元 に仏米し た 人文二 年 (1546) 制作水 を ），し 謁l にする。 ただ
し、 本図では l ·. Ji / , :れ に人: ~.I,'; 大と 昆沙 111! 人 を 耕i き ）~I I え、その、,,',,: において 能悩] J I'.元本 には 兄 な い独 1 · 1 ·性 を ;J ヽ
す。 財介,, ,;神 としての人J,1 , '、 ・人と 昆沙 l11! 入は 中 I  I~以米、弁オ人 と 憫合されやす い ことに加 えて、 入川 弁才人の
閑，l様と 財ネ川のそれそれの象徴であ る俵 と ' i ::珠が）心且 人と 昆沙 I" 「人のア トリ ビ ュー ト であ っ たことも 、本 I:メ l
に人黒人と 昆沙 l"l火が打'i' i き ）JI I えられることの誘囚 にな っ たものと名えられる 。 そのことは本図の イ， ［仰が州，'.
様 と i畠徳への希求にあることを小すものでもあろう。
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Tenlzawa Benzaite1 Mandala z1 
Description of Artwork 
し i lule for Culural PropcrLics, Tokyo 
Tenkawa Sarasvali is Lhe scajin (the main goddess) of Lhe Tenkawa Shrine vvhich slands al Lh 
foot of the Miscn Mounlain in Tenkawa Vilage, Yoshino, Nara Prefeclure. She has been wornhi1J1Jcd 
since the medieval Li.mes as a miracle-workin_g _goddess. This is one of th 
caled Te砂幻U{I
surrounded by her fol ower 
The goclde 
body, and ten arm 
(female angels) 
Tcnkawa Sara 
: Iin Lhc carlv 1 8 し h ccnlury. 
fen nyo 
ad and 
one at her foot —ar head nakc and a human boclv holcin 
According to Lhc ju/J/Ji 13匹ailen Shielり (/he Te、d on !he Worshi/J of l/1e Te1 JI r1ed Benwilen), 
which was writlen in Lhe region where Tenkawa Sarasvali was vvorshippecl during Lhe Muromachi 
Period (15th century), the le11yo who support. Sarasval i 's 「eel are suite竹 (god o[ waler) and !eaten 
(god of fire), Lhe hi/en on eilher side of Sarasvali are Srimahadevi (goddess of happiness) and narili 
(goddess of chi ldbi r し h) , and Lhc [igures wilh snake head and human body placed on eilher side of 
Sarasvati's head and al her feel are her Lhree princes 
The three mountains holding [laming gems which appear am o ng しhe し r a iling clouds in Lhc sky al Lh 
top of the screen are believed lo be Misen Mounlain, where lhe Tenkawa Shrine slancls, al lhe ccnlcr, 
and Ornine Mountain and Kimpu Mounlain on lhe ldl and righl, although lhis informalion is noL found 
in the abovementionecl text. Ilems such as rice bales, sleamer, kitchen furnace, morlar and pesl . , 
sacred gem, and scale that are arranged around Sarasvali suggest that she is a goddess of rich harvcsl 
and financial prosperity. 
Further, there are two embracing male fcmal 
her, with a fox at their side. They are al nud 
figures is that of a bird, and the lower ha If of Lhc f cm al 
fox at their sides indicate that they ar 
are a total of 16 douji (boy attendanls). This is based o n し h
16 servant douji. This type of composiLion is an adopLion 
had been handed down Lo Noman-in, a branch of llascdcra Ten 
'arasvali, s li gh し l y in fronl of 
Lhc lower half o f し he mal 
r a beast with a tail. Th 
i しhe r side of しh 17 
accompanied by 
rcatecl in 1546, which 
ture. However, lhi 、
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Tenlw四 Benzaiten Mandala-zu is unique in that Mahakala God and Vaisravana have been added at 
Lhc upper left and right side. These gods are not found on the mandala of Noman-in. Since the 
med i eva l し i m cs, Mahakala God and Vaisravana tended Lo be worshiped together with Sarasvati as 
ods of financial prosperity. In addition, Sarasvati's rice bales and sacred gems, which are symbols 
of rich harvesl and financial wealth, respcclively, are also items attribulcd Lo Mahakala God and 
Vaisravana. These factors presumably arc the reason behind the addiLion of Lhcsc Lvvo gods. 
TranslaLccl by Amy McCalcb (Urban Connections) 
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